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桐服学口で学んだ全ての同窓生全員集合 !!

:轟1

■■三
日時:平成28年 11月 6日 (日 )

会 場 :セ ルリアンタワー東急ホテル

女子部門 0男子部門・音楽部門・桐朋学園芸術短期大学

音楽専攻/演濠」専攻が一堂に会して

初めての大がかりなAL財同朋同窓会です!!

『会員相互の親睦と向上をはかるとともに、母校の発展に寄与し、後援することを目

的とする』と桐の音の会則にある様に、今回の合同同窓会は桐朋学園を盛り上げて

いく絶好のチャンスです!l ミニコンサート、|‖可の音J「Hl窓生によるロビーコンサート

等々、楽しい催しを企画中です。お楽しみに～♪ 今から是非 !ご予定を入れて頂けれ

ば幸いです。詳細は、追ってお知らせします ll

協3ウイークエンドカレッジ
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音楽専攻同窓会「桐の音J

題字 (故 )生江義男先生

発行責任者 :鮎沢、自居

講師/松井 康司 瀧廉太郎を歌う
定員 40名

受講料 6回 ¬2,000円

清E廉太郎を歌うこの講座では、呼吸法・発声法に触れながらヴォイストレーニングを行いつつ、瀧廉太郎の作厨Iを毎回 曲ずつ歌って行きます。

彼の生涯についてレクチャーをしながらの楽しい講座です。歌が好きな方ならどなたでも参加できますので、ぜひ気軽にお出かけください。

|ヨ屋調 4/16(土 )5/14(土)5/28(土)6/4(土)6/11(土)7/16(土 )[予備日 7/23(土)]14:00～15:30

講師/福田 恵子 楽典を知って、読譜力をつけよう
定員 30名

受講料6回 コ2,000円

昨年の後期、6回 シリーズで楽典を講義しました。熱心に聞いてくださる受講生の方々にこちらも感動したのですが、内容はかなり重量があり、
「満腹状態で消化不良寸前」との感想も。そこで再度開講。もう一度聞いてくださると格段に理解度がアップすると思います。もちろん初めての方も大歓迎。

|ヨE14/24(日 )5/8(日 )5/22(日 )6/5(日 )6/19(日 )7/3(日 )[予備日 7/10(日 )]14:00～ 15:30

講師/永井 由比  フル ー トベーシックトレーニ ング &フル ー トアンサ ンブル 受制斗6回 ]見誅 角

この講座はフルートの安であるロングトーンと、楽器の持ち方、営の1史 い方なとの基本的な l・ のlillIF吉

=と
フルートブ'ン サンフ,し 、そして他の楽れ|(今 いl(ェ チェ

ロ、ギターを予定)と のアンサンブルを楽しみながらも、日ごろのフルートに対する悩みを解決してしまおうという講座です。フルートの初級者も歓迎です。

1日麗14/17(日 )5/15(日 )5/22(日 )5/29(日 )6/12(日 )6/26(日 )[予備日未定]10:30～ 12:00(5/15の み1000～ 11:3①

講自T/奥田 雅代 弦楽五重奏と共演しませんか?(ヴァィォリン協奏曲)

定員各4名

受講料各3回 8,000円

①ヴィヴァルディ作山協奏山イ短調 RV 356第 1楽章 C)バッハ作曲協奏曲第1番 イ短調 BWV1041第 1楽章 0バッハ作曲協奏山第2番 ホ長調
BW1042第 1楽章 より1曲選択  【レッスンスケジュール】1同 目…個人レッスン/2回 日…ピアノ伴奏で/3回日…弦楽五重奏と一緒に

皿 Vol.1-。 4/23(土 )4/30(上)5/7(土 ) Vol.2・・・5/21(土 )5/28(土)6/4(土)10:00～ 11:30
※Vol.1ま たは2のどちらかを選択。希望人数によっては1回にまとめる場合があります。

櫂3イブニングカレッジ

朦」団レЧ季の俳優もゴ1練 している1乎 吸法や発声法など、一緒に挑戦してみませんか !

皿 5/11(水)5/18(水)6/1(水)6/8(水)6/22(水)6/29(水)[予備日7/6(水 )]18130～ 20:00

講師/松本 昌子
本学卒業生・元劇団四季

ミュージカルを楽しもう!

「歌つて踊つて !ミ ュージカルを体験しましょう!

定員 15名
受講料6回 12,000円」

ストレッチやダンスのステップ、発声等の基礎的な練習からスタート!ミ ュージカルの中から選曲し簡単な振付けも行い、全6同で1曲を仕 Lげます!!



一　
　
立日

の1同

短大創立 50周年の節日を迎え、昨年 10月 11日 (日 )記念式典 。記念パーティーが催されました。

同窓会からも15名 出席致しました。久し振りに懐かしい先生方にもお会いし、楽しい時間を過ごし、改めて短大の

絆を強く感じる事が出来ました。50周年記念誌・ステキな記念品をお土産にいただいてまいりました。

記念式典

15時開会/於 :本学園ポロニアホール
記念パーティー

15時 30分 ～19時 30分 /於 :調布クレス トンホテル
開会        司会進行 教務部長 安宅 りさ子

1.学長式辞            学長 越光 照文

2.理事長式辞   学校法人桐朋学園 理事長 J｀初1 敏志

3.記念奏演 「一葉」(ひ とは) 本條秀慈郎 藤間笙二郎

4.学生の祝辞      音楽専攻代表 演劇専攻代表

5。 メッセージ披露

桐朋学園女子部門 代表理事 河原 勇人

ご歓談

5.元教員祝辞

6.同窓会長祝辞

7.50周年によせて

ご歓談

8.理事挨拶    桐朋学園女子部門 代表理事 河原 勇人

以 上

閉会

開会

1.学長挨拶

2.理事長挨拶

3.乾杯

4.来賓祝辞

司会 三浦  剛/永井 由比

学長 越光 照文

学校法人桐朋学園 理事長 小柳 敏志

桐朋学園女子部門 理事 小宮山展生

調布市長 長友 貴樹 様
新渡戸文化学園長 森本 晴生 様

6.謝辞

7.校歌斉唱

閉会

‐

■ |

桐朋学園芸術短期大学 創立 50周 年

記念式典・記念パーティー

■‐~~~‐
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一

権
一日

，
桐朋では、音楽と人生の本質に触れる機会をたくさん頂きました。当時は深く理

解できていなかったかもしれませんが、音楽家として人生経験を重ねるなか、原

点回帰することも多いです。また、桐朋はアンサンブル教育に力を入れていまし

たが、歌劇場での仕事もまさにアンサンブル。周りに調和しつつ、個性を発揮し

ていくこと。桐朋で学んだ音楽の礎は、豊かな宝として私の中で生き続けていく

でしょう。歌劇場の同僚たちも家族のように温かく、今は日々感謝しつつ仕事に

邁進しています。

滝 澤 志野 さん (33期 )

幼少よリピアノと作曲を学び、数々の

コンクールで金賞受賞Э在学中より

バレエ伴奏を志し、新目立嫁1場バレ

エ団を経て、2011年 よリウイーン国

立歌劇場バレエ団専属ピアニストに

就任するc

ヤ

鷹す|‐る

育1‐

=・
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●同窓会「桐の音Jで行つている補助活動

同窓会では、下記の活動に補助金を助成しています。助成を受けた団体は、会報に活動報告をお願い致します。

申請があればチラシ・ポスターに「後援・桐朋   円を補助する。
芸術短期大学同窓会『桐の音』」の記載を許可   /各 地での県人会的な同窓会の場合は要相談
し、当日会場に盛花を送っている。

●後援したコンサート(平成27年 )

●15月 15日  「高丼千慧子ソプラノデビューリサイタル」
横浜みなとみらい小ホール

高井千慧子(44期 )

●5月 22日  「第3回桐の響演奏会」すみだトリフォニー小ホール
日本音楽争専攻卒業生

IIタ ル瀬 |五 I:IIIIト
本学卒業生で組織されていて、定期的に練習・勉強会を

行つている団体、サークルに対し、年額二万五千円を

上限とし補助する。但し、申請の際、役員会で活動内容

を審査し承認された団体にのみ支給、年度末には会計

報告を提出しなければならない。

● 5月 23日

●7月 4日

,7月 8日

08月 2日

■8月 30日

「第10回桐コンサート」調布市せんがわ劇場
浅香貴子・野中郁代 矢崎裕力□子・瓜川絵美子 他
「BELLA MUSICA」 調布市せんがわ濠」場
伊藤美穂子(48期 )他
「虹“KO∪ "二十五絃筆コンサートvo 6」 けやきホール

花岡操聖・内藤美不0(40期)多田彩子(41期 )

池杉恵理奈(42期 )・ 本間貴士(44期 )

「EnsemЫ e MARBLF Concert voll」 要町GGサロン
渡邊茜(48期 )・ 高橋美紗(48期 )。 大高真梨絵(48期 )・

金子展寛(50期 )

「親子で楽しもう |こ ともコンサート」今丼館聖書講堂
瓜川絵美子(37期 )・ 板倉修子(37期)諸星美砂(37期 )

上田千尋(37期 )

●9月 5日  「弥永歩美フルートリサイタル」熊本白川教会
弥水歩美(41期 )

●10月 18日 「Dream fuH art concert vo 7」 リブロホール
46期有志によるコンサート

●10月 24日・12月 6日

「Ensemb e ABa Tro Concert」
議場ホール (山 形)・ 北日本新聞ホール (富 山)

森上彩音(45期 )・ 阿部友美子(45期 )

●11月 3日  「秋のティータイムコンサート」ラトリエ byェーピーシー

板倉修子(37期 )・ 矢崎裕加子(33期 )

●11月 7日  「第6回二十五絃禁作品演奏会―新曲と再演による一」
木村麻耶(40期 )・ 佐藤亜美(41期 )日 原暢子(41期 )・

町田光(42期)吉葉景子

「
)11月 29日 35期「内林順子ピアノリサイタル」り‖ロリリア音楽ホール

第32回 10期 同期会は本L幌で開催。毎回東京まで出向いていただくに

忍びないとのことで、京都に続き2回 目の東京以外でのPTa催 となりま

した。京都、静岡、名古屋からも参加があり総勢12名。現地出身幹事の

計らいでの移動、会食は実り屋すすきの総本店、二次会は果実倶楽部

でフルーツ三昧の女子会、ホテルは温泉付き。翌日は、まっさんで脚光

を浴びている余市観光と強行スケジューリしでしたが、最強の雨女が同

行していたにも関わらず鰊御殿の貴賓館で昼食をする頃にはすっか

り8青れ日傘をさしながらのニッカエ場見学を終え、こうして集まれる

ことへの感謝を両手にあふれんはかりのお土産を手に別れを1昔 しみ

つつそれぞれの帰路へ。何年たつてもあの頃へ戻れる同期会は最高で

す 1次回は 1年半後の秋 ? 大嶽恵子

3月 8日 仙川「アンカーヒアJに て]]期 の同窓会をしヽたしました。当

日集まった16名 の中には、遠くから参加された方や、卒業後初めて参

加された方も数名いらっしゃり、とても楽しい会になりました。現在

の仕事状況の話等、情報交換もたくさんでき有意義な時間でした。次

回は(今のところ)2018年 5月 に開こうということになっています。

河田純子

7年ぶりに15期 同期会を 9月 6日 に開催しました。当日森下先生に

お越しいただき18名 が集まりました。些かおばさん風情にはなりま

したが、会えば学生の頃に戻り楽しいひとときを過こしました。1部

は短大の階段教室を借り、演奏・合0昌・懐かしの写真のスライドショー

等で過ごし、場所をレストランに移し、食べて飲んでクイズで盛り上

がりました。次回は還暦の会となりました。また一人でも多くの皆さ

んにお集まりいただけることを期待しております。   和谷麻里子

一嘩帥

同期会便り
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一

…
会
報
の
葉
書
よ
り

２
期
　
中
村
　
若
葉

皆
様
と
お
会

い
出
来
ま
す

時
も
な
く
チ

ョ
ツ
ト
さ
み
し

い
で
す
。
音
楽
は
今
、
自
分

で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
大
好
き
で
Ｃ
Ｄ

を
た
く
さ
ん
聴
き
、
コ
ン
サ
ー

ト
に
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

よ

い
音
楽
が
た
く
さ
ん
あ
り

楽
し
い
で
す
。
　

　

　

一

３
期
　
山
形
　
典
子

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
本
年
２
月
６
日
当
地
の

ホ
ー
ル
で
シ
ョ
パ
ン
プ

ロ
グ

ラ
ム
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
致
し

ま
し
た
。

４
期
　
群
　
　
愛
子

あ

っ
と

い
う
間
に
６６
歳
に

な
り
、
昨
年
は
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

４０
周
年
と

い
う
事
で
記
念
に

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で
リ
サ

イ
タ
ル
を

い
た
し
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
を
主

に
歌

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
美
し
い
日
本
語

の
歌
を
中
心
に

「
心
」
を
お

客
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

歌

い
続

け

て

い
き

た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

７
期
　
佐
藤
美
千
代

現
在

は
自
宅

レ

ッ
ス
ン

と
保
育

士

の
免

許
を
持

っ

て

い
る

の
で
保

育

同
で

リ

ト

ミ

ッ
ク
や
歌

の
伴
奏
も

し
て
い
ま
す
。

７
期
　
一二
上
　
優
子

昨
年
４
月
よ
り
夫
の
仕
事

の
都
合
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
ヘ
出
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど

ん
な
音
楽
生
活
に
な
る
の
か

不
安
と
新
し

い

「
青
」
と
の

出
会

い
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
（）

１０
期
　
一二
橋
　
千
鶴

洗

足

学

園

音

楽

大

学

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
で
准

教
授
と
し
て
所
属
す
る
か
た

わ
ら
、
オ
ペ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

掲
期
　
植
田
　
恭
子

昨
年
３
月
中
旬
に
ド
イ
ツ

関
連
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
高
円

官
妃
御
臨
席

の
元
、
ド
イ
ツ

大
使
館
に
て
演
奏
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
留
学
時
お
世
話

に
な

っ
た
大
使
館
で
の
演
奏
、

嬉
し
く
思

っ
て
ま
す
。

２２
期
　
鈴
木
　
奈
緒

☆
コ
ン
サ
ー
ト
情
報

２
０
１
５
年

４
月

２５
日

（
土
）
１３
時
３０
分
～
永
福
町

∽８
８

●
ヨ

（
ソ
ノ
リ
ウ
ム
）

【
鈴

木

奈

緒

Ｃ

Ｄ

「
睡

蓮

ヨ
“
計８

口
一■

リ
リ
ー

ス
コ

ン
サ
ー
ト
】
４
月
２９
ロ
テ
イ
‐

ト

ッ
ク
レ
コ
ー
ズ
よ
り
全
国

一
斉
リ
リ
ー
ス
。

２４
期
　
池
田
美
奈
子

現
在
、
川
崎
市
内
を
中
心

と
し
て
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
等
、

企
画

・
演
奏
し
て
お
り
ま
す
。

毎
回
ゲ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て

い
ま
す
の
で
、
Ｐ
以
外

の
楽

器
の
方
で
ご
興
味

の
あ
る
方

は
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
と
思

い

ま
す
。

３２
期
　
一死
木
キ
サ
子

今
年
は
戦
後
７０
年
、
私
の

戦
争
体
験
を
お
伝
え
し
な
が

ら
の
日
々
、
今
年
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
放
送
、
イ
ギ
リ
ス

Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
で
私

の
活
動
を

放
映
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
私
と
同
じ
人
生

を
歩
ま
せ
て
は
な
ら
な

い
強

い
思

い
、
武
力
と
係
ら
な

い

安
心
の
生
活
を
み
ん
な
が
送

れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
の
願

い

で
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

若

い
み
な
さ
ん
が
音
楽
を
安

心
し
て
学
べ
ま
す
よ
う
に
…
。

３６
期
　
山
本
　
智
美

大
学
院
卒
業
後
、
音
楽
療

法
士
、
臨
床
心
理
十
と
し
て
、

大
学

（山
梨
大
）
と
心
の
ク

リ

ニ
ッ
ク
に
て
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。

３７
期
　
」返
山
せ
い
あ

５
月
２９
日
に
紀
尾
井
ホ
ー

ル
に
て
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

３８
期
　
大
野
孔
麗
亜

第
８
回
バ
ッ
ハ
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。

４‐
期
　
木
村
　
洋
哉

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
夢
中
で

す
。
サ
カ
タ
の
タ
ネ

「
園
芸

通
信
２
月
号
」
、
読
売
新
聞
の

別
冊

「
家
庭
版
４
月
号
」
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

４３
期
　
古
谷
　
ち
ず

２
０
１
４
年
１１
月
に
津
田

ホ
ー
ル
に
て
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
と
作
曲
作
品
展
を
行

い

ま
し
た
。
前
半
は
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト

「
さ
す
ら
い
人
幻
想
曲
」

を
メ
イ
ン
に
、
後
半
は
作
曲

作
品
の
ピ

ア
ノ
曲
と
、
歌
曲

と
ピ

ア
ノ
の
作
品

の
演
奏
、

間
に
は
ト
ー
ク
も
混
じ
え
ま

し
た
。
今
年
３
月
１
日
杉
並

公
会
堂
小

ホ
ー

ル
で

コ
ン

サ
ー
ト
を
致
し
ま
し
た
。

コンサート後援



(4)の本「]
立
日

猥

園

圏

園

目

壼

圏

機

平
成
２７
年
「
月
υ
日

●

会
長
あ
い
さ
つ

②

会
計
よ
り
報
告

・
決
算
、
予
算
、
年
会

費
等

０

短
大
創
立
５０
周
年
記

念
式
典

・
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
の
報
告

０

短
人
の
奨
学
金
に
つ
い
て

０

松
井
先
生
よ
り
学
校

の
お
話

０

出
席
者
か
ら
喜
口

平
成
２７
年
３
月
フ
日

①

記
念
式
典
の
報
告
・

相
談

②

決
算

・
予
算

平
成
２７
年
５
月
‐２
日

①

打
ち
合
わ
せ

平
成
２７
年
９
月
１
日

①

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
つ
い

て

②

後
援
申
請
に
つ
り
ヽ

０

幹
事
会

の
準
備

・
Ｈ

程

Ｏ

平
成
２８
年
桐
朋
合
同

同
窓
会
に
つ
い
に

平
成
２８
年
ワ
月
８
日

①

幹
事
会
で
の
課
題
に
つ

い
Ｃ́

②

会
報
の
内
容
の
検
討

。
今
年
も
桐
朋
祭

に
は

参
加
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
１０
月
Ｈ
日
記
念
式
典

・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席

・
平
成
２８
年

１
月

７

日

短
大

２
年
生

へ
同
窓

会
の
説
明

□ 音楽専攻 2016年海外研修旅行

2016年 8月 28日 ～2週間程度

研修先:チェコ・プラハ音楽アカデミー

卒業生も参加出来ますので、ぜひ、現役の学生と

一緒に研 4多旅行に行きませんか?

問い合わせ先 短大教学課

丁EL 03‐3300‐2111(イt表 )

03‐ 3300‐4252(薦 [i邑 )

D年会費納入のお願い

平成13年総会で決定されました年会費も15年 目を

迎え皆様にはご理解とご協力をいただいてお|り ます。

今年度は1期 から40期までの方々に年会費振込み

用紙を送らせていただきました。本年平成27年 度と

未納の年度を記入した振込用紙が同封されており

ます。

なお、ご不明な点は、会計までお問い合わせください。

50期 新規会員名簿
/

天 野 壽理亜

大 貫 克 規

門 田 奈 菜

川 村 有  r・

黒 田 就 平

斉 藤 千 波

坂 梨 磨 弥

中 村 昭 子

西 村 弘 美

吉 村 真 奈

○ 安 齋   裕

亀 谷 郁 美

北 川 香 里

久 保 稔 子

正 野 直 美

西 山 愛 山

前 島 里 美

吉 成 彩 音

金 子 菜 摘

木 村 隆 史

栗 田 希 望

櫻 谷 良 子

神   澪 子

鈴 木 真理乃

藤 田 琴 美

山 下 彩 菜

高 野   綾

御手洗 彩 音

酒 地 祥 太

○ 佐 藤 早 絵

佐 藤 妃香里

野 武 大 誠

原 田 洋 子

上 野 裕 次

新 井 敦 子

金 子 展 寛

(l印 は代表委員

1'h\27 +l]I j:1I ,r,;ii-ir,;r 桐の音 平成 26年度 決算報肯 特別会 ii卜幸‖告

(収入の部)

前年度よりの繰越金

26年度卒業生大会金

利虐、

年会費 (見 込み)

(収入の部)

新入会員入会金

利息

年会費

繰越金

予算案   決算額

¥570,000    ¥570.000

¥100    ¥756
¥600,000    ¥967,000

¥5,495,843  ¥5,495,843

¥5,422.037

¥540.000

¥100

¥700.000

¥6.665,943 ¥7.033599

(収入の部)

前年度繰越金

通常会計より 特別行事積立

懇親会    一般参加者 1名
ご祝儀

短大より

利息

¥7.458,861

¥700,000

Y500

¥20,000

¥200,000

Yl,174
合計

(支出の部)

HP関係費

会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵送費・振込手数料)

特別会計へ

Y6662137

¥110,000

¥600,000

¥10,000

¥60,000

¥110.000

Y30,000

¥80.000

¥100,000

¥700000

(支 出の部)

HP関係費

会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費(郵 送費・振込手数料)

特別行事積立(特別会計へ
)

繰越金

予算案   決算額

¥110,000  ¥108.496

¥600,000  ¥558,932

Y10,000      ¥0
¥60,000   ¥13,220

¥11(),000   Y77,227

¥30,000      ¥0
¥80,000     ¥79,472

¥100.000   ¥74,215

¥800,000    Y700,000

¥4,765,943  ¥5,422,037

¥8380535

(支出の部)

来年度行事50年 記念コンサート費用   ¥674.850
次年度繰越            ¥7,705.685
合計

上記決算報告書監査の結果、

Y8380535

相違ないことを認めます

平成 27年 4月 30日  会計監査
合計

次年度繰越金

1ヽ80000()

ヽ186_2137 0合計 ¥6.665943 ¥7.033599

00● 鼻
同窓会のお手伝いをして下さる方、会報の編集の

お手伝いをして下さる方を募集しています。  ど:

,i目日臼居すみれm::ポ
キl:i鴫習|

lll早 l'|1早 |llll早 ll早 l早 l illl早 l

003-3717-2011
住所、氏名等に変更がある場合は、

代表委員長または、各期の代表委員まで。

6 http://www.kirinone.jp
E info@kirinone.jp

IHら いいね!

lfacebook、
1 短大がfacebookを 開設。

1今の短大をダイレクトな

躇

1情報として知ることができます。

1是非、皆さん「いいね」を

|よろしくお願いします。

合 計

|ご連絡ください


